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編集後記

暦上はまだ寒い時期が続いていますが、少しずつ春の気配も感じられるようになってきました。
札幌では雪まつりが、小樽では雪あかりの路が開催され、北海道内の観光地は多くの外国人観
光客で賑わっています。節分を迎え、季節の変わり目にあたり、第２５１０地区内では次年度
に向けた活動も活発に行われるようになってきました。
私たちガバナー月信委員会も新たな気持ちで、情報発信の活動を続けていきます。皆様からの
温かい支援とご協力を心からお待ちしております。

ガバナー月信委員会　中山　仁史

ガバナー事務局だより

極寒の２月を迎えました。みなさん、お変わりありませんか。今月より各グループ IMが始ま
ります。スタートは２月４日 (日 ) 浦河での第８グループ IMです。地元浦河高校と札幌山の
手高校インターアクトクラブとのコラボレーション企画です。それぞれの活動報告、高校生が
それぞれの地域に対する思いをパネルディスカッション方式での発表と聞いております。
札幌の第４.５グループ、函館地区の第１１.１２グループは例年合同 IMを開催していますので、
１２グループ１０回の IMに参加させていただきます。各グループ趣向を凝らした IMを企画
していると、１月２０日に開催されたガバナー補佐会議終了後の懇親会の席で、何人かのガバ
ナー補佐の方から言われました。今からとても楽しみにしております。
それぞれの IMには、また私たち地区幹事団が松浦ガバナーのお供として、お邪魔させていた
だくこととなります。どうかご協力よろしくお願いいたします。

地区代表幹事　斎藤　仁

表紙の解説

写真：© 中山  仁史 /K２.

小樽の群来
群来とは、鰊の産卵活動によって海が白濁する現象のことを言い、春になると小樽など北海道
の日本海側で多く見ることができます。
鰊は別名、春告魚と呼ばれ小樽市民は群来で白濁した海や、市場に並ぶ前浜でとれた新鮮な鰊
の輝きを見て春の訪れを感じています。
しかし昭和２０年代からサハリン系鰊が分布域を北に移したことと乱獲が重なり、「幻の魚」
と言われるほど漁獲量は減り続け、昭和２９年を最後に群来は見られなくなりました。
その後、自治体や地元漁業者による産卵場所の形成や漁獲管理などの努力が実り、幻となって
いた鰊の群来が平成２０年、５０年以上の歳月をかけて復活することになります。
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